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最優秀賞に森武志氏、家原和代氏　青年部・女性部主張発表県大会（４面に関連記事）

こんな事業所み～つけた「（株）旭屋」（日高川町）

こんな事業所み～つけた「ピッツァ・チーズ料理の店　美
み さ や

砂家」（白浜町）

青年部・女性部主張発表県大会、職員募集、知財駆け込み寺、人事異動

龍珠光のペジェント（龍神村）、三輪車４時間耐久レース参加チーム募集（かつらぎ町）、
クエ・フェア（日高町）

販路拡大へ「わかやま紀州館」、建設企業をサポート、消費税転嫁対策事業スタート

経営ワンポイントアドバイス ～専門家に聞く～

共済制度のご案内、連合会メモ、金利のお知らせ　

紙
面

紹

介

＝青年部・女性部主張発表県大会＝＝青年部・女性部主張発表県大会＝

最優秀賞に  森　 武志 氏（古座川町商工会青年部長）　　　　　　　　　  家原 和代 氏（南紀くろしお商工会女性部長）　　
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ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
水
没
し
、

給
油
機
も
使
用
で
き
ず
、「
本
当
に
再

開
で
き
る
の
か
」
と
不
安
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
お
客
様
や
従

業
員
の
顔
を
浮
か
べ
た
時
、「
再
開
す

る
し
か
な
い
」
と
心
に
誓
い
、
県
の
補

助
金
を
活
用
し
な
が
ら
復
旧
に
努
め
、

２
年
を
経
過
し
た
現
在
、「
や
っ
と
ス

タ
ー
ト
地
点
に
立
て
た
」
と
い
う
の
が

実
感
で
す
。
た
だ
、復
旧
に
際
し
て
は
、

罹
災
後
直
ち
に
県
下
の
多
く
の
青
年
部

員
が
ゴ
ミ
な
ど
の
片
付
け
に
駆
け
つ
け

て
い
た
だ
く
な
ど
、
改
め
て
青
年
部
員

間
の
強
い

絆
を
感
じ

ま
し
た
。

 

事
業
活

動
に
お
い

て
気
を
遣

っ
て
い
る

点
は
。

 

特
に

ガ
ソ
リ
ン

な
ど
は
危

険
物
で
あ

る
た
め
、

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
で
は
、
ガ
ス
漏
れ
や
不
完
全
燃
焼
な

ど
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
24
時
間

緊
急
出
動
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
介
護
福
祉
関
係
で
は
、

商
品
に
つ
い
て
の
機
能
や
安
全
な
使
用

方
法
な
ど
に
つ
い
て
細
か
く
説
明
を
す

る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

 

復
旧
に
は
２
年
を
要
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
後
の
展
望
を
教
え
て
下
さ
い
。

 

復
旧
は
し
た
も
の
の
、
ま
だ
ま
た

経
営
資
源
（
人
、
も
の
、
金
）
が
不
足

し
て
い
ま
す
の
で
、
当
面
は
復
興
に
向

け
従
業
員
と
力
を
結
集
し
て
一
歩
一
歩

前
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

商
工
会
と
の
お
付
き
合
い
は
。

 

労
働
保
険
、
税
務
を
は
じ
め
、
活

用
で
き
る
施
策
な

ど
の
情
報
提
供
を

し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、

今
日
ま
で
通
算
し

て
12
年
間
、
商
工

会
の
理
事
と
し
て

会
員
の
要
望
や
意

見
を
述
べ
る
活
動

さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
今
後
も

そ
の
姿
勢
を
貫
い

て
い
き
た
い
、
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 

事
業
所
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

 

私
で
３
代
目
と
な
り
ま
す
。
メ
イ

ン
の
事
業
と
し
て
は
ガ
ソ
リ
ン
、
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
の
販
売
で
す
が
、
介
護
福
祉

用
具
の
レ
ン
タ
ル
・
取
り
付
け
工
事
や

水
周
り
の
配
管
・
合
併
浄
化
槽
の
設
置

な
ど
幅
広
く
営
ん
で
い
ま
す
。
多
岐
の

業
種
と
な
っ
た
経
緯
は
、
お
客
様
か
ら

「
〇
〇
を
し
て
欲
し
い
」
と
の
要
望
を

集
約
し
た
も
の
が
結
果
的
に
事
業
に
つ

な
が
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
従

業
員
は
パ
ー
ト
を
含
め
12
名
で
す
。

 

御
社
の
信
条
を
教
え
て
下
さ
い
。

 

「
お
客
様
の
顔
が
見
え
る
商
い
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
や

常
連
客
が
多
い
地
域
で
あ
る
た
め
、
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
の
給
油
時
や
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
の
入
れ
替
え
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
時
に
は
必
ず
声
を
掛
け
る
「
一
声
運

動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
人

材
」
を
「
人
財
」
に
す
る
た
め
、
従
業

員
が
全
て
の
業
務
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
「
実
践
力
」
と
「
資
格
取
得
」
に
注

力
し
て
い
ま
す
。
現
在
従
業
員
が
保
有

し
て
い
る
国
家
資
格
や
認
定
資
格
は
危

険
物
取
扱
者
、
２
級
自
動
車
整
備
士
、

ガ
ス
設
備
士
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員

な
ど
20
数
種
に
及
ん
で
い
ま
す
。

 

平
成
23
年
９
月
の
台
風
12
号
に
よ

る
被
害
か
ら
今
日
ま
で
の
経
緯
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

 「（株）旭屋」
住所：〒644－1212　日高郡日高川町皆瀬３２４
TEL：0738－56－0231 ／ FAX：0738－56－0232
E-mail：asahiya@zb.ztv.ne.jp
営業時間：7:00～19:30 ／ 定休日：なし

基
本
は「
お
客
様
の
顔
が
見
え
る
商
い
」

基
本
は「
お
客
様
の
顔
が
見
え
る
商
い
」

　

資
格
取
得
で
人
材
を
人
財
へ

　

資
格
取
得
で
人
材
を
人
財
へ

羅災時（上）と復旧後（下）

代表取締役　池本　純一 氏代表取締役　池本　純一 氏

（株）旭屋（株）旭屋

平成25年9月1日　第455号和歌山県商工会報 2〔　　　　〕昭和55年3月1日
第3種郵便認可



い
て
い
た
方
の
訃
報
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
時

で
す
。
大
勢
の
方
と
の
出
会
い
が
あ
る
分
、
別

れ
が
辛
い
で
す
。

 

お
客
様
の
層
は
。

 

一
言
で
表
現
す
る
な
ら
ば
、
老
若
男
女
と

言
え
ま
す
。
来
客
者
の
半
分
以
上
が
リ
ピ
ー
タ

ー
で
、
３
世
代
で
来
店
く
だ
さ
る
方
も
お
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
女
性
客
が
８
割
で
、
後
は
カ
ッ

プ
ル
や
ご
年
配
の
方
々
で
す
ね
。

 

料
金
体
系
や
特
典
が
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
。

 

お
昼
は
９
０
０
円
か
ら
、
夜
は
２
０
０
０

円
か
ら
と
な
り
ま
す
。
特
典
と
し
て
デ
ィ
ナ
ー

タ
イ
ム
で
の
注
文
時
に
誕
生
月
の
方
（
免
許
証

等
提
示
）
に
は
、
グ
ラ
ス
ワ
イ
ン
又
は
４
０
０

円
の
ド
リ
ン
ク
を
サ
ー
ビ
ス
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

 

今
後
、
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
計

画
や
構
想
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

 
地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
地
元

富
田
の
き
の
こ
や
珍
し
い
白
浜
の
お
茶
「
白

露
」
な
ど
を
使
う
こ
と
で
町
内
外
に
も
Ｐ
Ｒ
し

て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
白
浜
ウ
ェ
ル
カ
ム
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
白
浜
町
を
訪
れ
る
お
客
様
に
地
理
案

内
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
紹
介
な
ど
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

で
行
っ
た

り
、
観
光

客
向
け
の

レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
や

お
店
の
紹

介
の
「
白

浜
de
ラ
ン

チ
」
に
も

協
力
し
て
い
ま
す
。
観
光
客
に
新
た
な
魅
力
を

発
見
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
っ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

白
浜
は
、
奥
深
い
町
な
の
で
も
っ
と
勉
強
し

て
白
浜
の
事
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

 

経
営
上
の
モ
ッ
ト
ー
や
信
念
を
教

え
て
下
さ
い
。

 

食
事
を
楽
し
ん
で
頂
く
た
め
に
、
雰
囲
気
作

り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
入
店
は
小
学
生

以
上
、
５
名
様
以
上
は
前
日
迄
要
予
約
と
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ

の
中
で
お
客
様
が
お
く

つ
ろ
ぎ
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

商
工
会
を
ど

の
よ
う
に
活
用
し

て
い
ま
す
か
。

 

税
務
申
告
を
は

じ
め
と
す
る
経
営
相

談
や
会
員
さ
ん
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と
し
て
活
用
さ
せ

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

 

事
業
所
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

（
創
業
年
、創
業
し
た
契
機
、屋
号
の
由
来
）

 

１
９
９
４
年
創
業
で
す
。
大
阪
で
勤
め
て

い
ま
し
た
が
、「
商
売
を
自
分
で
や
り
た
い
！
」

と
の
思
い
と
家
の
建
て
替
え
を
機
に
白
浜
に

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
屋
号
は
、
祖
母
が
経
営
し

て
い
た
店
の
名
前
で
す
。
白
良
浜
は
い
つ
ま
で

も
〝
美
し
い
砂
浜
〞
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
、
そ

れ
が
由
来

で
す
。

 

和
歌

山
で
は
珍

し
い
チ
ー

ズ
料
理
専

門
店
と
い

う
こ
と
で

す
が
、
チ

ー
ズ
料
理

に
こ
だ
わ
っ
た
点
は
何
で
す
か
。

 

修
行
し
た
お
店
が
チ
ー
ズ
料
理
を
専
門
と

し
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
チ
ー
ズ
に
こ
だ
わ
り
を

持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ワ
イ
ン
と
の
相
性

も
良
く
ヘ
ル
シ
ー
で
ビ
タ
ミ
ン
も
あ
り
、
食
べ

る
化
粧
品
と
言
わ
れ
て
い
る
点
に
も
魅
力
を

感
じ
て
い
ま
す
。
チ
ー
ズ
は
、
何
に
で
も
合
う

オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
な
食
材
で
、
料
理
に
合
わ
せ

て
ブ
レ
ン
ド
し
て
お
り
、
全
て
の
料
理
は
こ
だ

わ
っ
て
作
っ
て
お
り
ま
す
。

 

お
店
の
お
す
す
め
メ
ニ
ュ
ー
は
何
で
す
か
。

 

ふ
わ
っ
・
と
ろ
っ
・
サ
ク
ッ
！
と
し
た
生

地
の
紀
州
梅
ピ
ッ
ツ
ァ
や
パ
ス
タ
、
女
性
に
人

気
の
創
業
か
ら
煮
込
み
続
け
て
い
る
特
製
デ

ミ
グ
ラ
ス
ソ
ー
ス
を
使
っ
た
温
玉
バ
ー
グ
を

は
じ
め
、
４
種
類
の
チ
ー
ズ
や
お
酒
を
ブ
レ
ン

ド
し
た
チ
ー
ズ
フ
ォ
ン
デ
ュ
な
ど
自
慢
の
料

理
が
あ
り
ま
す
。

 

仕
事
上
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
や
辛

か
っ
た
こ
と
は
。

 

海
水
浴
で
白
浜
に
来
て
い
た
方
が
当
店
で

の
食
事
を
目
的
に
白
浜
に
来
る
よ
う
に
な
っ

た
と
言
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
や
、
遠
方
か
ら

何
度
も
訪
ね
て
く
れ
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し

い
で
す
。

　

辛
か
っ
た
こ
と
は
、
ご
贔
屓
に
し
て
い
た
だ

 「ピッツァ・チーズ料理の店　美
み さ や

砂家」
住所：〒649-2211 和歌山県西牟婁郡白浜町1405-1
TEL： ０７３９－４３－７３９９
営業時間 : 11:30 ～ 13:30、17:00 ～ 20:30
定 休 日 : 月曜日
ホームページ　http://locoplace.jp/t000168769/

〜〜  

と
ろ
〜
り
が
た
ま
ら
な
い

と
ろ
〜
り
が
た
ま
ら
な
い
!!!!  

〜〜

白
浜
で
人
気
の
チ
ー
ズ
料
理
専
門
店

白
浜
で
人
気
の
チ
ー
ズ
料
理
専
門
店

片田　一誠 氏
　　ゆかり 氏

代表
片田　一誠 氏
　　ゆかり 氏

ピッツァ・
チーズ料理の店
ピッツァ・
チーズ料理の店

美砂家美砂家
みみ ややささ

白砂をイメージしたお店の外観

大好評の紀州梅ピッツァランチ
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和歌山県商工会連合会の職員募集について和歌山県商工会連合会の職員募集について

  
近
畿
大
会
で
Ｖ
目
指
す

近
畿
大
会
で
Ｖ
目
指
す

　　
  　

森
、
家
原
両
氏
が
抱
負

　

森
、
家
原
両
氏
が
抱
負

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
、
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
主
張
発
表
県
大
会

を
開
催
し
、
青
年
部
で
は
古
座
川
町
商
工
会
青
年
部
長
の
森
武
志
氏
が
、
女
性

部
で
は
南
紀
く
ろ
し
お
商
工
会
女
性
部
長
の
家
原
和
代
氏
が
最
優
秀
賞
の
栄
冠

に
輝
き
、
９
月
に
開
催
さ
れ
る
近
畿
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
、
同
大
会
で
の

勝
利
を
誓
っ
た
。（
両
氏
の
写
真
は
表
紙
参
照
）

　

こ
の
主
張
発
表
大
会
は
県
下
６
ブ
ロ

ッ
ク
の
代
表
者
が
、
日
頃
の
部
活
動
を

通
じ
て
得
た
自
ら
の
経
験
や
成
果
、
意

見
を
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
相
互
の
研

鑽
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も

の
。

　

青
年
部
で
は
「
青
年
部
活
動
に
参
加

し
て
〜
つ
な
が
り
・
広
が
り
・
魂
の
バ

ト
ン
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
域
活
性
化

活
動
を
通
じ
た
人
と
の
つ
な
が
り
、

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
青
年
部
の

絆
を
、
バ
ト
ン
の
受
け
渡
し
に
た
と
え

て
発
表
を
行
っ
た
、
東
牟
婁
ブ
ロ
ッ
ク

（
古
座
川
町
商
工
会
青
年
部
）
の
森
武

志
氏
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、

優
秀
賞
は
日
高
ブ
ロ
ッ
ク
（
日
高
川
町

商
工
会
青
年
部
）
の
石
倉
大
裕
氏
が
受

賞
し
た
他
、
海
草
・
那
賀
ブ
ロ
ッ
ク
（
岩

人
事
異
動

（
平
成
25
年
７
月
１
日
付
け
、

カ
ッ
コ
内
は
旧
）

▽
串
本
町
商
工
会　

寺
本
ゆ
か
り

（
古
座
川
町
商
工
会
）

出
市
商
工
会
青
年
部
）の
下
津
正
也
氏
、

伊
都
ブ
ロ
ッ
ク
（
高
野
町
商
工
会
青
年

部
）
の
小
滝
基
永
氏
、
有
田
ブ
ロ
ッ
ク

（
湯
浅
町
商
工
会
青
年
部
）
の
太
田
有

紀
氏
、
西
牟
婁
ブ
ロ
ッ
ク
（
大
塔
村
商

工
会
青
年
部
）
の
岩
本
和
彦
氏
が
発
表

し
た
。

　

他
方
、
女
性
部
で
は
「
女
性
部
活
動

と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
〜
商
工
祭

を
通
じ
て
の
女
性
部
活
動
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、「
ま
ぐ
ろ
一
口
カ
ツ
」
を
完
成

さ
せ
る
ま
で
の
経
緯
や
苦
労
話
な
ど
を

発
表
し
た
、
東
牟
婁
ブ
ロ
ッ
ク
（
南
紀

く
ろ
し
お
商
工
会
女
性
部
）
の
家
原
和

代
氏
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、

優
秀
賞
に
は
海
草
・
那
賀
ブ
ロ
ッ
ク
（
岩

出
市
商
工
会
女
性
部
）
の
福
田
清
子
氏

が
受
賞
し
た
他
、
伊
都
ブ
ロ
ッ
ク
（
高

野
口
町
商
工
会
女
性
部
）
の
曽
和
麗
子

氏
、
有
田
ブ
ロ
ッ
ク
（
広
川
町
商
工
会

女
性
部
）
の
梅
谷
美
津
世
氏
、
日
高
ブ

ロ
ッ
ク
（
日
高
川
町
商
工
会
女
性
部
）

の
黒
田
輝
子
氏
、西
牟
婁
ブ
ロ
ッ
ク（
上

富
田
町
商
工
会
女
性
部
）
の
上
地
和
子

氏
が
発
表
し
た
。

知財に関する
駆け込み寺!!

　発明協会内に「知財総合
支援窓口」を常設。また、
県内各地に臨時の相談窓口
を設置して、中小企業が抱
える課題にお答え致します。
　先ずはお電話下さい。
073－499－4105
　一般社団法人 
　和歌山県発明協会
和歌山市本町二丁目１番地
フォルテワジマ６階
知財総合支援窓口

特　

許

実
用
新
案

商　

標

意　

匠

◆募集内容
職　　種　経営指導員研修生
採用人員　２名
学 歴 等　①大学卒業及び卒業見込みの者

②上記①に該当する者と同等又はそれ以上の
能力を有し、商工会等及び県連合会に勤務す
る職員で、２年以上業務に従事している者。

免 許 等　普通自動車免許（ＡＴ限定可）
年　　齢　22歳（卒業見込者は21歳）以上27歳以

下（平成25年４月１日現在）
給　　与　和歌山県商工会連合会給与規程による
応募方法　履歴書に写真添付の上、ハローワー

クの紹介状を添えて下記の宛先に郵
送してください。

応募締切　平成25年９月27日（必着）
試 験 日　１次試験：平成25年10月20日（日）

２次試験：平成25年12月３日（火）
試験会場　１次試験：ダイワロイネットホテル和歌山（和歌山市）

２次試験：ホテルグランヴィア和歌山（和歌山市）
試験科目　１次試験：筆記試験（職場適応性・一般教養等）小論文 

２次試験：面接 
採 用 日　平成26年４月１日
そ の 他　人事異動により商工会への出向があります。
お問い合わせ・申込書類送付先
〒640-8152　和歌山市十番丁19番地　Wajima十番丁４階
和歌山県商工会連合会　人事総務課　℡　073（432）4661

平成25年9月1日　第455号和歌山県商工会報 4〔　　　　〕昭和55年3月1日
第3種郵便認可



　

龍
神
村
商
工
会
青
年
部
（
寒
川
和
樹

部
長
、
部
員
12
名
）
は
７
月
13
日
、
同

村
を
流
れ
る
日
高
川
を
会
場
に
「
龍
り
ゅ
う
じ
ゅ珠

光
の
ペ
ジ
ェ
ン
ト
」
を
開
催
、
村
内
外

か
ら
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
、
川
面
に

浮
か
ぶ
赤
、
青
、
黄
な
ど
５
色
の
龍
珠

が
流
れ
る
様
子
に
夏
の
ひ
と
と
き
を
堪

能
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、同
青
年
部
が「
新

た
な
夏
の
風
物
詩
」
と
「
交
流
人
口
の

増
加
」
を
目
指
し
て
行
っ
た
も
の
で
、

昨
年
は
試
行
的
に
実
施
し
て
い
た
。

　

龍
珠
は
、
直
径
25
セ
ン
チ
の
ビ
ニ
ー

ル
ボ
ー
ル
の
中
に

蛍
光
棒
を
差
し
込

ん
だ
も
の
で
、
当

日
は
、
日
が
暮
れ

始
め
た
午
後
７
時

か
ら
日
高
川
が
流

れ
る
龍
神
行
政
局
前
を
ス
タ
ー
ト
地
点

に
丸
嶋
橋
ま
で
の
３
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
渡
り
、
村
民
の
数
と
同
様
の
約

４
０
０
０
個
の
龍
珠
が
流
さ
れ
た
。

龍神村
青年部

夏
の
風
物
詩
に

　

龍
珠
光
の
ペ
ジ
ェ
ン
ト

　

か
つ
ら
ぎ
町
商
工
会
青
年
部
（
北
林

卓
也
部
長
、
部
員
５
名
）
は
11
月
３
日
、

同
町
河
川
敷
特
設
コ
ー
ス
に
お
い
て
開

催
す
る
「
か
つ
ら
ぎ
三
輪
車
４
時
間
耐

久
レ
ー
ス
」
に
参
加
す
る
チ
ー
ム
の
募

集
を
行
っ
て
い
る
。
申
し
込
み
の
締
め

切
り
は
９
月
27
日
ま
で
。

　

募
集
は
、
一
般
ク
ラ
ス
（
ド
ラ
イ
バ
ー

が
中
学
生
以
上
）と
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス（
ド

ラ
イ
バ
ー
が
小
学
生
以
下
）
を
合
わ
せ
た

先
着
40
チ
ー
ム
で
、
参
加
費
は
一
般
が

＝かつらぎ町青年部＝

１
万
円
、
ジ
ュ
ニ
ア
が
５
千
円
。

　

決
勝
レ
ー
ス
で
の
入
賞
者
に
は
、
ト

ロ
フ
ィ
ー
の
ほ
か
、
一
般
ク
ラ
ス
に
は

優
勝
賞
金
10
万
円
な
ど
が
贈
呈
さ
れ
る
。

　

今
回
で
25
回
目
と
い
う
節
目
の
年
を

迎
え
る
中
で
、
北
林
部
長
は
「
先
輩
諸

氏
が
築
い
て
来
た
歴
史
に
新
た
な
１
ペ

ー
ジ
を
加
え
る
た
め
に
も
最
高
の
パ
フ

川面に浮かぶ龍珠

　

見
物
客
の
一
人
は
、「
こ
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
は
初
め
て
見
ま
し
た
が
、
蛇

行
す
る
川
に
沿
っ
て
流
れ
る
姿
は
ま
る

で
『
下
り
龍
』
の
よ
う
で
、
感
激
し
ま

し
た
」
と
語
っ
て
い
た
。
ま
た
、
寒
川

部
長
は
、「
昨
年
の
テ
ス
ト
と
は
異
な

り
、
流
す
龍
珠
の
数
も
多
く
て
大
変
だ

っ
た
が
、部
員
の
団
結
力
も
強
ま
っ
た
。

今
後
は
他
の
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
た
。

熱戦が繰り広げられた三輪車レース（昨年度から）

ク
エ
・
フ
ェ
ア
開
催

解
体
シ
ョ
ー　
一見
の
価
値

ク
エ
・
フ
ェ
ア
開
催

解
体
シ
ョ
ー　
一見
の
価
値

ク
エ
・
フ
ェ
ア
開
催

解
体
シ
ョ
ー　
一見
の
価
値

ク
エ
・
フ
ェ
ア
開
催

解
体
シ
ョ
ー　
一見
の
価
値
＝日高町＝

　

日
高
町
商
工
会
（
石
家
良
昭
会
長
）
な

ど
で
構
成
す
る
「
九
絵
の
町
づ
く
り
推
進

実
行
委
員
会
」
は
10
月
12
日
、
同
町
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
「
ク
エ
」
を
県
内
外
に
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
ク
エ
・
フ
ェ
ア
を
比
井
崎
漁

協
市
場
で
開
催
す
る
。

　

当
日
は
午
前
11
時
30
分
か
ら
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
後
、
ク
エ

の
町
日
高
町
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
歌
う
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ク
ユ
ニ
ッ
ト
Ｑ
Ｕ
―
Ｅ
（
ク

エ
）
に
よ
る
ラ
イ
ブ
、
和
歌
山
住
み
ま
す

芸
人
「
わ
ん
だ
ー
ら
ん
ど
」
の
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
の
メ
イ
ン
で
あ

る
ク
エ
料
理
で
は
ク
エ
鍋
、
ク
エ
飯
、
ク

エ
寿
司
が
味
わ
え
る
。
ま
た
滅
多
に
見
る

こ
と
の
出
来
な
い「
ク
エ
の
解
体
シ
ョ
ー
」

は
必
見
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
餅
投
げ
が

行
わ
れ
る
。

　

詳
し
く
は
、
同
商
工
会
（
０
７
３
８―

６
３―

３
６
１
１
）

ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　

参
加
に
は
、
三
輪
車
の
競
技
車
両
規

定
な
ど
が
あ
る
の
で
詳
し
く
は
、
同
青

年
部
（
０
７
３
６―

２
２―

１
４
０
２
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://www.katuragi.or.jp/sanrinsya/
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アフラック和歌山支社
和歌山市友田町4丁目123番地
紀陽東和歌山ビル5階

ノイエス株式会社
和歌山市西汀丁36 和歌山商工会議所2階
電話0120-13-8400

医療の変化にあわせた、アフラックの一番あたらしい「がん保険」です

【募集代理店】 【引受保険会社】
☎073－431－7224
和 歌 山 支 店 観光庁長官登録旅行業第20号

〒640-8044　和歌山市板屋町22（和歌山大同生命ビル２F）
営業時間9:15～18:00（月～金曜日）支店長　岡　田　英　美
（土日祝日はお休みです）

　

県
で
は
、
県
内
企
業
が
製
造
・

販
売
し
て
い
る
商
品
に
つ
い
て
、

東
京
・
有
楽
町
に
設
置
し
て
い
る

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
わ
か
や
ま

紀
州
館
」
へ
の
出
品
を
積
極
的
に

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

同
館
は
、
本
県
の
観
光
と
物
産

の
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
設
置
。

県
産
品
の
販
売
は
、
一
大
消
費
地

で
あ
る
首
都
圏
の
消
費
者
へ
の
認

知
度
の
向
上
と
販
路
拡
大
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

新
規
出
品
希
望
者
は
、
申
請
書

及
び
商
品
カ
ル
テ
を
管
内
の
振
興

局
に
販
売
開
始
希
望
日
の
１
カ
月

前
ま
で
に
提
出
、
そ
の
後
商
品
サ

ン
プ
ル
を
送
付
し
、
販
売
決
定
と

な
れ
ば
３
カ
月
間
の
テ
ス
ト
販
売

が
行
わ
れ
、
そ
の
期
間
の
お
客
様

の
声
や
販
売
デ
ー
タ
等
が
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
さ
れ
、
今
後
の
商
品
開

発
等
に
役
立
て
ら
れ
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

詳
し
く
は
、
県
食
品
流
通
課

（
０
７
３―

４
４
１―

２
８
１
５
）

又
は
各
振
興
局
企
画
産
業
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
中
小
・
中
堅

建
設
企
業
の
新
事
業
展
開
、
企
業
再

編
、
転
業
、
廃
業
等
の
経
営
戦
略
の

実
現
を
支
援
す
る
「
建
設
企
業
の
た

め
の
経
営
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
事

業
」
の
活
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
建
設
産
業
は
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
、
維
持
管
理
等
の
重
要

な
担
い
手
で
あ
る
と
と
も
に
、
地

域
の
災
害
対
応
等
を
担
う
手
で
あ

る
が
、
近
年
の
建
設
投
資
の
減
少

等
に
よ
り
地
域
の
建
設
業
者
が
厳

し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
状
況

に
あ
る
こ
と
か
ら
支
援
を
行
う
も

の
。

　

本
事
業
で
は
、
相
談
内
容
に
応

じ
て
、「
エ
リ
ア
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
」
が
電
話
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
そ
の
上
で
、
必
要
に
応

じ
て
、「
建
設
業
経
営
戦
略
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
を
建
設
企
業
に
派
遣
す

る
。
費
用
は
、
初
回
は
無
料
、
２

回
目
は
自
己
負
担
額
２
７
０
０
円

＋
振
込
手
数
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

詳
し
く
は
、
近
畿
地
方
整
備
局

建
政
部
建
設
産
業
課
（
０
６―

６
９
４
２―
１
０
７
１
）
へ
。
窓

口
開
設
時
間
は
、
平
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
。
関
連
Ｈ
Ｐ
は
次

の
と
お
り
。

http://w
w
w
.yoi-kensetsu.

com
/advisory/

アンテナ
ショップ「わかやま紀州館」
販路拡大への

　　　チャレンジを
販路拡大への
　　チャレンジを
販路拡大への
　　チャレンジを

＝ 県 =＝ 県 =

建
設
企
業
を
サ
ポ
ー
ト

建
設
企
業
を
サ
ポ
ー
ト

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
の
活
用
を
国交省

　

消
費
税
は
平
成
26
年
４
月
に
８
％
、

平
成
27
年
10
月
に
は
10
％
に
引
き
上

げ
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
立
場
の
弱

い
小
規
模
事
業
者
は
利
益
を
削
ら
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
り
、
納
税
資
金
の

調
達
に
行
き
詰
ま
っ
た
り
な
か
な
か

価
格
転
嫁
で
き
な
い
場
合
が
多
い
。

　

そ
の
た
め
、
県
連
合
会
で
は
小
規

模
事
業
者
が
円
滑
か
つ
適
正
に
消
費

税
を
転
嫁
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
を
目
的
に
全
国
商
工
会
連
合
会

の
受
託
事
業
と
し
て
県
内
商
工
会
と

連
携
し
な
が
ら
講
習
会
や
専
門
家
派

遣
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
。

【
各
地
で
講
習
会
開
催
】

　

南
紀
く
ろ
し
お
商
工
会
（
森
川
起

安
会
長
）
は
７
月
17
日
、「
今
知
っ
て

お
き
た
い
消
費
税
引
き
上
げ
」
を
テ

ー
マ
に
講
習
会
を
開
催
。
講
師
の
石

川
聖
子
氏
は
、
請
負
工
事
等
の
契
約

日
に
つ
い
て
26
年
10
月
１
日
（
指
定

日
）
よ
り
前
と
後
で
は
税
率
の
適
用

が
異
な
る
こ
と
や
価
格
表
示
は
平
成

29
年
３
月
ま
で
は
特
別
措
置
が
設
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説
明
。
ま

た
、
同
氏
は
駆
け
込
み
需
要
や
反
動

減
な
ど
も
今
後
影
響
す
る
こ
と
を
伝

え
「
事
業
所
自
ら
が
競
争
力
を
高
め

な
い
と
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な

い
」
と
参
加
者
に
強
調
し
た
。

　

ま
た
、
古
座
川
町
商
工
会
（
小
原

周
作
会
長
）
で
は
７
月
30
日
に
横
山

悟
一
氏
を
講
師
に
招
き
、
消
費
税
率

ア
ッ
プ
に
備
え
た
シ
ン
プ
ル
な
資
金

繰
り
表
の
作
成
方
法
な
ど
経
営
体
質

強
化
策
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

企
業
へ
の
専
門
家
派
遣
も

　
　

消
費
税
転
嫁
対
策
事
業
ス
タ
ー
ト

企
業
へ
の
専
門
家
派
遣
も

　
　

消
費
税
転
嫁
対
策
事
業
ス
タ
ー
ト

平成25年9月1日　第455号和歌山県商工会報 6〔　　　　〕昭和55年3月1日
第3種郵便認可



経営
　アドバイス

ワンワン
ポイントポイント

専門家に聞く

『あなたの事業所では、
どのようなピカイチがありますか？』

濱田　智司　氏

紀の州コンサルティング
代表　中小企業診断士・社会保険労務士

〒641̶0015　和歌山市布引479-1
☎090－5242－1890　　　s.hamada－@nifty.com

くにき

　

経
営
の
ご
相
談
を
受
け
る
際
、
一
通
り
お

話
し
を
伺
っ
た
の
ち
、
私
は
出
来
る
だ
け
次

の
言
葉
を
投
げ
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。「
御
社
の
ピ
カ
イ
チ
っ
て
何
で
す
か
？
」。

　

ピ
カ
イ
チ
と
は
、
他
社
の
追
随
を
許
さ
な

い
御
社
だ
け
の
最
高
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
、

も
し
く
は
そ
れ
に
類
す
る
何
か
の
こ
と
で

す
。
こ
う
い
っ
た
ピ
カ
イ
チ
が
沢
山
あ
れ
ば

あ
る
ほ
ど
、
経
営
も
楽
に
な
り
ま
す
。

１.

ピ
カ
イ
チ
が
必
要
な
ワ
ケ
！

　

あ
な
た
の
会
社
が
、
例
え
ば
、
製
品
を
作

る
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
り
、
一
般
の
流
通
品

を
加
工
す
る
会
社
で
あ
っ
た
り
、
そ
の
他
、

飲
食
店
な
ど
で
美
味
し
い
料
理
を
創
る
お

店
、
お
客
様
が
喜
ぶ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

お
店
な
ど
で
あ
る
場
合
、
ピ
カ
イ
チ
は
、
そ

こ
で
創
ら
れ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
が

多
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
ピ
カ
イ
チ
（
商
品
）
が
、
ピ

カ
イ
チ
中
の
ピ
カ
イ
チ
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
、
自
社
の
経
営
を
助
け
て
く
れ
る
確
率
が

高
く
な
り
ま
す
。

　
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
大
阪
の
複
合
施
設

「
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
」
に
あ
る
「
近
畿
大

学
水
産
研
究
所
」
で
は
、「（
ピ
カ
イ
チ
商
品
で

あ
る
）
完
全
養
殖
の
マ
グ
ロ
を
食
べ
た
い
」
と

客
待
ち
の
列
が
絶
え
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
名
古
屋
の
鋳
造
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
「
愛
知
ド
ビ
ー
株
式
会
社
」
は
、
素
材
本
来

の
味
を
引
き
出
せ
る
ピ
カ
イ
チ
の
無
水
調
理

鍋
を
開
発
し
、
鍋
の
中
で
は
高
額
（
２
万
円
以

上
）
な
の
に
、
現
在
で
も
全
世
界
か
ら
受
注
が

入
り
、
８
か
月
待
ち
の
状
態
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
ピ
カ
イ
チ
商
品
を
持
っ
て
い

る
会
社
は
、
お
客
様
が
向
う
か
ら
や
っ
て
く

る
の
で
す
。

２.

ピ
カ
イ
チ
は
商
品
で
な
く
て
も
良
い

　
「
そ
ん
な
ん
言
う
た
か
て
、
う
ち
の
商
品

は
一
般
に
ど
こ
に
で
も
売
っ
て
い
る
商
品
や

さ
か
い
、
ピ
カ
イ
チ
な
ん
て
出
来
へ
ん
わ
」

と
い
う
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
場
合
で
も
ピ
カ
イ
チ
は
創
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　

例
え
ば
、
バ
イ
ク
シ
ョ
ッ
プ
経
営
者
の
場

合
。
オ
ー
ナ
ー
の
趣
味
が
ツ
ー
リ
ン
グ
で
、

自
身
が
ブ
ロ
グ
な
ど
で
全
国
的
に
有
名
だ
っ

た
と
し
ま
し
ょ
う
。
そ
う
な
る
と
「
ツ
ー
リ

ン
グ
の
ブ
ロ
グ
で
有
名
な
オ
ー
ナ
ー
自
身
」

が
こ
の
バ
イ
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ピ
カ
イ
チ
と
な

り
ま
す
。「
オ
ー
ナ
ー
に
バ
イ
ク
を
選
ん
で

も
ろ
た
！
」
と
喜
ぶ
ユ
ー
ザ
ー
の
顔
が
目
に

浮
か
び
ま
す
。

　

そ
の
他
、
業
歴
の
長
さ
、
歴
史
的
・
骨
董

的
価
値
の
あ
る
展
示
品
、
こ
ま
め
な
努
力
、

こ
だ
わ
り
、
造
詣
の
深
さ
な
ど
、
日
本
一
で

は
な
い
に
し
ろ
、「
お
客
様
が
す
ご
い
！
」

と
興
味
を
示
す
モ
ノ
が
ピ
カ
イ
チ
の
候
補
と

な
り
ま
す
。

３.

ピ
カ
イ
チ
の
創
り
方

　

一
般
に
、
あ
な
た
の
お
店
や
会
社
の
ピ
カ

イ
チ
候
補
は
、
な
か
な
か
見
出
す
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
ピ
カ
イ
チ
候
補

が
見
つ
か
る
と
、
ホ
ン
の
少
し
の
努
力
で
、

売
上
を
後
押
し
し
、
顧
客
を
呼
び
込
む
招
き

猫
に
な
り
得
ま
す
。

◆
ピ
カ
イ
チ
は
、
お
客
様
が
認
め
た
モ

　

ノ
・
コ
ト
で
あ
る

　

私
た
ち
は
、
毎
日
自
分
の
扱
う
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
目
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
自
分

自
身
の
得
意
分
野
も
相
当
程
度
認
識
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、そ
れ
は
、あ
く
ま
で
も
会
社・

店
側
で
あ
る
自
分
か
ら
見
た
認
識
で
す
。
実

は
、
こ
の
認
識
が
お
客
様
の
認
識
と
ズ
レ
て

い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
多
数
の
お
客
様

が
「
こ
れ
は
ス
ゴ
イ
！
」
と
認
め
た
モ
ノ
・

コ
ト
が
本
当
の
ピ
カ
イ
チ
で
す
。

　

例
え
ば
、あ
る
花
屋
の
店
主
は
、フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
講
師
を
す
る
な
ど
高
い

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
技
能
を
持
っ
て
い
る
の

に
、
そ
れ
を
あ
ま
り
重
視
せ
ず
、
商
品
の
仕

入
術
を
自
分
の
ピ
カ
イ
チ
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
助
言
に
よ
り
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
の
技
術
を
付
加
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
前

面
に
出
し
た
と
こ
ろ
、
お
客
様
の
信
頼
を
得

て
、
売
上
が
急
上
昇
…
。
な
ど
の
事
例
は
多

く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
自
社
の
経
営
と
ピ
カ
イ
チ
が
繋
が
る

　

ス
ト
ー
リ
ー
を
考
え
よ
う
！ 

　

せ
っ
か
く
見
つ
け
た
ピ
カ
イ
チ
を
、
自
社

経
営
に
上
手
に
関
連
づ
け
な
い
と
、
無
用
の

長
物
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。「
ピ
カ
イ
チ

（
原
因
）
が
あ
る
か
ら
こ
の
商
品
を
買
っ
た

（
結
果
）」
と
な
る
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
が

必
要
で
す
。　

　

例
え
ば
、
あ
る
理
髪
店
で
は
、
そ
の
時
の

お
客
様
に
と
っ
て
最
適
な
カ
ッ
ト
を
、
そ
の

都
度
、
お
客
様
と
話
し
合
い
な
が
ら
選
択
し

て
い
き
ま
す
。
こ
の
お
店
で
は
「
店
主
の
聴

き
だ
す
技
術
と
現
場
対
応
力
」
が
ピ
カ
イ
チ

で
あ
り
、
お
客
様
の
満
足
度
も
上
が
り
、
リ

ピ
ー
タ
ー
が
増
え
て
い
る
、と
の
こ
と
で
す
。

　

ど
う
で
し
ょ
う
。
み
な
さ
ま
の
事
業
所
の

ピ
カ
イ
チ
候
補
は
、
見
つ
か
り
ま
し
た
か
？

そ
し
て
、
そ
の
ピ
カ
イ
チ
を
創
り
上
げ
て
経

営
に
応
用
で
き
そ
う
で
す
か
？
も
し
、
自
社

の
ピ
カ
イ
チ
が
、
い
ま
ひ
と
つ
わ
か
ら
な
い

の
で
し
た
ら
、
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
ね
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

お
近
く
の
商
工
会
ま
た
は

県
商
工
会
連
合
会
へ

他社の追随を
許さない！

アレンジ技術
がピカイチ！
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モデル１（１０年満期型）
モデル６（５年満期型）
モデル８（１０年満期保障重視型）
本県では、３つのモデルを取り扱っています

～１口の掛金は、全モデル
2,000 円で解約は随時～
～１口の掛金は、全モデル
2,000 円で解約は随時～

加入しませんか？商工会の共済に・・・加入しませんか？商工会の共済に・・・加入しませんか？商工会の共済に・・・加入しませんか？商工会の共済に・・・

貯蓄共済に加入して特産品をゲット…
ぜひこの機会にご加入を！
貯蓄共済に加入して特産品をゲット…
ぜひこの機会にご加入を！
貯蓄共済に加入して特産品をゲット…
ぜひこの機会にご加入を！
貯蓄共済に加入して特産品をゲット…
ぜひこの機会にご加入を！

♪　加入資格　
会員及びその家族並びに従業員が加入出来ます。

♪　貯蓄積立金と利息
毎月の掛金から年１回の生命保険料と経費を差し引き、残り
の掛金は加入者積立金となり加入期間中利息を付けて複利
計算します。

♪　貯蓄積立金の返戻　
満期時は、貯蓄積立金元利合計に満期配当金を加算した額を
加入者に返戻。（ご加入者の積立金の利率は、年０．３５％です）
・・・中途解約される場合でもそれまでの貯蓄積立金元利合計
額を返戻します。

♪　積立金仮払い制度
急な資金が必要となった時、解約手続きをせずに、積立金の一
部を仮払いできます。（１万円単位でご利用いただけます。）

♪　付属保険
わずかな保険料で交通傷害保険を付けることができます。
交通保険料は、１口につき、年間１，１７０円
（毎年掛金から生命保険料と合わせて差し引かれます。）

♪　加入資格　
会員及びその家族並びに従業員が加入出来ます。

♪　貯蓄積立金と利息
毎月の掛金から年１回の生命保険料と経費を差し引き、残り
の掛金は加入者積立金となり加入期間中利息を付けて複利
計算します。

♪　貯蓄積立金の返戻　
満期時は、貯蓄積立金元利合計に満期配当金を加算した額を
加入者に返戻。（ご加入者の積立金の利率は、年０．３５％です）
・・・中途解約される場合でもそれまでの貯蓄積立金元利合計
額を返戻します。

♪　積立金仮払い制度
急な資金が必要となった時、解約手続きをせずに、積立金の一
部を仮払いできます。（１万円単位でご利用いただけます。）

♪　付属保険
わずかな保険料で交通傷害保険を付けることができます。
交通保険料は、１口につき、年間１，１７０円
（毎年掛金から生命保険料と合わせて差し引かれます。）

詳しくは、ご加入の商工会または県商工会連合会までお問い合わせください。

実施期間：９月１日(10/1契約)～
　　　　　12月31日(1/1契約)
実施期間：９月１日(10/1契約)～
　　　　　12月31日(1/1契約)

○　万が一「死亡」した場合には、１００万円をお支払いします。
○　配偶者やお子さまもご加入いただけます。
　　（※ご加入には一定の制限がありますので詳細をご確認願います。）
○　お申込みは簡単です。
　　（面倒な診査はありません。簡単な告知のみです。）

○　万が一「死亡」した場合には、１００万円をお支払いします。
○　配偶者やお子さまもご加入いただけます。
　　（※ご加入には一定の制限がありますので詳細をご確認願います。）
○　お申込みは簡単です。
　　（面倒な診査はありません。簡単な告知のみです。）

○交通事故・不慮の事故によるケガでの死亡・後遺症・手術・入院・通
院を幅広く補償しています。

○国内・海外を問わず、仕事以外でも２４時間補償！
○年齢・性別・職種に関わりなく掛金は一律！
○さらに天災にも対応しています。

○交通事故・不慮の事故によるケガでの死亡・後遺症・手術・入院・通
院を幅広く補償しています。

○国内・海外を問わず、仕事以外でも２４時間補償！
○年齢・性別・職種に関わりなく掛金は一律！
○さらに天災にも対応しています。

プランプラン

8,000円8,000円

100100万円万円

入院給付金日額入院給付金日額

死亡保険金死亡保険金額

プランプラン プランプラン

7,7,000円000円

10100万円万円

5,000円,000円

100100万円万円

プランプラン

3,000円3,000円

100100万円万円

お申込みお申込みプランプラン プラン

8,000円

100万円

入院給付日額

死亡保険金額

プラン プラン

7,000円

100万円

5,000円

100万円

プラン

3,000円

100万円

お申込みプラン

メンタルヘルスサポートサービスや２４時間電話健
康相談サービス及び医師の手配・紹介サービスが
専用フリーダイヤルでご利用いただけます。（新型
医療共済に加入された方のみへのサービスです！）
是非ご活用ください。　http://www.t-pec.co.jp

和歌山県商工会連合会　０７３－４３２－４６６１

入っててよかった！あなたも家族もまるごと守る！頼れる補償！

団体保険扱いだからできる低額な保険料！
全ての入院が対象で日帰り入院から保障！
団体保険扱いだからできる低額な保険料！
全ての入院が対象で日帰り入院から保障！

●商工貯蓄共済●商工貯蓄共済

●全国商工会会員福祉共済●全国商工会会員福祉共済

●新型医療共済●新型医療共済

●２，０００円コース　●３，０００円コース　
●４，０００円コース　●シニア傷害プラン（２，０００円） 
●傷害ライトプラン（１，０００円）

月払掛金　～「けが」の補償～月払掛金　～「けが」の補償～

毎月ご加入
いただけます!!
毎月ご加入
いただけます!!◇本年度も、近畿府県の特産品をプレゼントするキャン

ペーンを実施いたします！
　（満期継続もＯＫ）
◇５口（掛金１０，０００円）以上の加入者が対象となります。

◇本年度も、近畿府県の特産品をプレゼントするキャン
ペーンを実施いたします！

　（満期継続もＯＫ）
◇５口（掛金１０，０００円）以上の加入者が対象となります。

【
９
月
】

３
〜
４
日

　
　
　

専
門
ス
タ
ッ
フ
研
修
会

 

（
和
歌
山
市
）

４
〜
５
日

　
　
　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

　
　
　

女
性
部
交
流
会
・主
張
発

　
　
　

表
大
会 （
奈
良
県
橿
原
市
）

９
日　

三
役
会
、事
務
局
責
任
者

　
　
　

会
議 

（
和
歌
山
市
）

11
〜
12
日　

　
　
　

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

　
　
　

青
年
部
交
流
会
・主
張
発

　
　
　

表
大
会 

（
兵
庫
県
姫
路
市
）

18
〜
19
日　

　
　
　

補
助
員
・記
帳
専
任
職
員

　
　
　

等
研
修
会 

（
和
歌
山
市
）

19
〜
20
日

　
　
　
都
道
府
県
商
工
会
連
合
会
役

　
　
　
員
セ
ミ
ナ
ー 

（
東
京
都
）

25
日　
商
工
会
役
員
研
修
会（
白
浜
町
）

【
10
月
】

２
〜
３
日　

　
　
　

専
門
ス
タ
ッ
フ
研
修
会

 

（
田
辺
市
）

３
日　

三
役
会 

（
和
歌
山
市
）

16
〜
18
日　

　
　
　

女
性
部
県
外
視
察
研
修
・

　
　
　

全
国
商
工
会
女
性
部
全

　
　
　

国
大
会（
愛
媛
県
松
山
市
）

22
〜
23
日　

　
　
　

近
青
連
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

　
　
　

ン
グ（
福
井
県
あ
わ
ら
市
）

29
〜
30
日

　
　
　

都
道
府
県
青
連
会
長
会
議

 

（
熊
本
県
）

（
予
定
を
含
む
）

金利のお知らせ金利のお知らせ金利のお知らせ
◇小規模事業者経営改善資金融資制度　……………（年1.75％）
◇日本政策金融公庫普通融資（５年以内）…………（年1.85％）
◇セーフティネット貸付（基準金利）　……………（年1.85％）
◇商工スモールローン保証　…………………………（年1.30％）
　　　　　　　（保証料率） ………………（年0.50％～2.20％）

（平成25年８月20日現在）
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